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会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

一
般
会
計
補
正
予
算

観
光
協
会
補
助
事
業
費
に
反
対

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

介
護
保
険
料
値
上
げ
と

要
支
援
１
、
２
の
介
護
保
険
外
し
に
反
対

　

／
４
・
愛
知
県
尾
張
旭
市
議
会
視

１０

察
来
訪

　
　
　

・
愛
知
県
一
宮
市
議
会
視
察

１０

来
訪

　
　
　

・
関
東
市
議
会
議
長
会
支
部

１７

長
会
議
・
第
１
回
理
事
会

…
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

　
　
　

・
宮
崎
県
小
林
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
埼
玉
県
吉
川
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
埼
玉
県
草
加
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基

２３

地
対
策
協
議
会
総
会

　
　
　

・
大
阪
府
豊
中
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２４

第
２
回
定
例
会

　
　
　

・
長
崎
県
長
崎
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

２５

定
例
会
・
正
副
議
長
研
修

会
…
秦
野
市

　
　
　

・
大
分
県
大
分
市
議
会
視
察

来
訪

　

／
１
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１１
　
　

５
・
厚
木
基
地
騒
音
対
策
協
議

会
…
横
浜
市

　
　
　

・
自
民
党
・
い
さ
ま
行
政
視

察
…
沖
縄
県
糸
満
市
、
海

上
自
衛
隊
沖
縄
基
地
隊
、

宜
野
湾
市
（
〜
７
）

　
　

６
・
全
国
市
議
会
議
長
会
第
２

１
７
回
理
事
会
・
第
１
０

７
回
評
議
員
会
…
東
京
都

千
代
田
区

　
　

７
・
全
国
都
市
問
題
会
議
…
鹿

児
島
県
霧
島
市
（
〜
８
）

　
　
　

・
富
山
県
富
山
市
議
会
視
察

来
訪

　
　

８
・
北
海
道
小
樽
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

１１

協
議
会
関
東
部
会
総
会
…

東
京
都
昭
島
市

　
　
　

・
長
崎
県
長
崎
市
議
会
視
察

来
訪

　
　
　

・
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

１４

議
員
の
加
入
を
求
め
る
全

国
大
会
…
東
京
都
千
代
田

区

　
　
　

・
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
…
東
京
都
港
区

討
　
討
　
　

論 
討
　
　

論 
会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

　

小
田
急
相
模
原
駅
前
西
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
に
お
け
る
公
共

床
の
取
得
は
、
再
開
発
事
業
の
赤

字
の
穴
埋
め
で
あ
り
、
認
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
３
階
部

分
は
床
を
買
い
取
る
こ
と
だ
け
が

先
行
し
、
後
か
ら
施
設
内
容
を
決

め
る
と
い
う
や
り
方
で
、
十
分
な

準
備
も
知
見
も
な
く
取
り
組
ん
だ

こ
と
は
、誠
に
悲
し
い
現
実
で
す
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

小
田
急
相
模
原
駅
前
再
開
発
事
業

公
共
床
の
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い

保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
、
市
町
村
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
問
題
で
す
。

今
後
、
要
介
護
１
、
２
の
方
ま
で

も
国
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら

切
り
離
す
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う

に
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
反
対
し
ま
す
。

駅
前
西
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

や
防
災
機
能
強
化
の
た
め
の
総
合

防
災
備
蓄
倉
庫
等
整
備
事
業
は
、

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の
中
間

見
直
し
で
新
た
に
追
加
し
た
施
策

の
子
ど
も
・
子
育
て
、危
機
管
理
・

減
災
に
対
す
る
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ネ

ウ
ボ
ラ
ざ
ま
り
ん
の
設
置
や
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
等
、
ソ
フ

ト
面
の
支
援
策
も
着
実
に
事
業
執

行
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、経
費
の
節
減
に
努
め
、年

度
間
の
財
源
調
整
に
備
え
て
財
政

調
整
基
金
を
積
み
立
て
る
な
ど
、

国
の
補
正
予
算
も
活
用
し
て
当
初

予
算
を
着
実
に
実
行
し
た
当
局
の

取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

事
業
別
で
は
、
防
災
情
報
シ
ス

　

２
０
１
８
年
度
の
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
当

該
決
算
年
度
に
第
一
号
被
保
険
者

の
保
険
料
基
準
額
を
月
額
４
９
３

０
円
か
ら
５
２
１
２
円
に
値
上
げ

し
た
こ
と
は
問
題
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
歳
出
の
支
援

サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
居
宅
支
援
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
保
険
者
負
担
経
費

と
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付

費
保
険
者
負
担
経
費
の
一
部
が
地

域
支
援
事
業
費
の
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
と
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

に
移
行
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

要
支
援
１
、
２
の
方
が
国
の
介
護

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

３０

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

歳
入
総
額
は
４
１
５
億
７
７
０
８

万
円
余
、
歳
出
総
額
は
４
０
１
億

６
６
９
８
万
円
余
で
、
歳
入
は
対

前
年
度
比　

億
１
５
８
０
万
円
余

２１

の
減
、
歳
出
は　

億
３
０
７
３
万

２３

円
余
の
減
で
し
た
。
歳
入
の
地
方

交
付
税
、
財
産
収
入
及
び
市
債
が

当
初
予
算
を
大
幅
に
下
回
っ
た
も

の
の
、
年
度
間
調
整
の
た
め
の
財

政
調
整
基
金
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
第
四
次
座
間
市
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
た
９
つ

の
将
来
目
標
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
の
実
施
計
画
事
業
は
お
お
む

ね
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
新
た
な
市
民
交
流
の
場
と

し
て
期
待
さ
れ
る
小
田
急
相
模
原

れ
て
お
り
、
当
局
の
一
連
の
取
り

組
み
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
座
間
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
、
安
全
安

心
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
次
年

度
事
業
を
前
倒
し
し
て
防
犯
カ
メ

ラ　

基
を
増
設
す
る
な
ど
、
市
民

２４
生
活
に
資
す
る
対
応
を
大
い
に
評

価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

テ
ム
設
置
運
営
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
に
よ
り
、
き
め
細
か
い
気
象
監

視
体
制
の
構
築
と
市
民
等
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
気
象
情
報
の
提
供

が
可
能
に
な
り
、
大
幅
な
費
用
節

減
も
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

児
医
療
費
助
成
事
業
は
、
本
来
は

国
が
統
一
的
な
制
度
と
し
て
創
設
、

実
施
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
助
成

対
象
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
す

る
な
ど
市
民
か
ら
の
要
望
に
も
対

応
さ
れ
ま
し
た
。
入
谷
地
区
の
住

居
表
示
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

慎
重
か
つ
丁
寧
な
移
行
作
業
が
さ

派
遣
回
数
が
現
状
は
少
な
い
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
派
遣
回
数
増
加
を
検
討
す
る

こ
と
と
受
け
取
り
、
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
賛
成
し
ま
す
。

　

増
加
す
る
、
外
国
に
つ
な
が
る

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
外
国
人

子
女
日
本
語
指
導
等
協
力
者
派
遣

事
業
は
、
点
検
評
価
報
告
書
で
課

題
に
上
げ
ら
れ
、
総
括
質
疑
で
も

　

議
案
第　

号
、
観
光
協
会
の
事

５０

務
所
移
転
に
伴
う
増
額
補
正
に
つ

い
て
は
、
観
光
協
会
の
理
事
会
に

お
い
て
諮
ら
れ
て
か
ら
上
程
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
当
局
は
助
言
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、

小
田
急
か
ら
提
示
さ
れ
た
契
約
内

容
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
貢
献
）な
ど

を
含
め
好
条
件
で
あ
り
、
座
間
駅

前
の
活
性
化
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
起
爆
剤
と
し
て
市
の
主

体
的
、
積
極
的
な
戦
略
を
早
期
に

具
現
化
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
観
光
協
会

と
小
田
急
電
鉄
と
の
さ
ら
な
る
連

携
を
願
い
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

観
光
協
会
の
移
転
先
物
件
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後　

年
、
事
務
所
及
び

１０

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る

本
事
業
に
お
い
て
、
致
命
的
欠
陥

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
当
局

が
言
う
お
も
て
な
し
に
は
障
が
い

者
、
高
齢
者
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
車

椅
子
の
利
用
者
は
含
ま
れ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
、
残
念
至
極
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
地
公
園
用

地
は
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
３
分

の
１
は
国
か
ら
用
地
を
取
得
し
、

残
り
の
３
分
の
２
は
国
と
の
無
償

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
知
恵
を
結
集
し
、
公
園

た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
市
民
が
切

望
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
サ
ッ
カ

ー
が
で
き
る
多
目
的
広
場
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

整
備
で
発
生
す
る
大
量
の
建
設
発

生
土
を
建
設
資
材
と
し
て
搬
入
し

造
成
す
る
こ
と
で
工
事
費
の
軽
減

を
図
り
、
ま
た
、
国
か
ら
の
補
助

金
に
つ
い
て
も
最
大
限
に
活
用
し

自
民
党
・
い
さ
ま
（
吉
田　

義
人 
議
員
）

財
政
調
整
基
金
と
国
の
補
正
予
算
の

効
果
的
な
活
用
を
高
く
評
価

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

外
国
に
つ
な
が
る
児
童
・
生
徒
へ
の

日
本
語
指
導
回
数
増
加
の
方
向
に
賛
意

ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

観
光
行
政
の
発
展
を
期
待
し
賛
成

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴 
議
員
）

サ
ッ
カ
ー
等
が
可
能
な

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
地
公
園
整
備
を
評
価

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
で

あ
り
、
産
後
の
母
親
を
対
象
に
乳

房
ケ
ア
や
オ
イ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
な
ど
身
体
的
、
心
理
的
な
支
援

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
よ
っ
て
、
妊
娠
、
出
産
、

育
児
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
第
四
次

座
間
市
総
合
計
画
の
柱
の
一
つ
で

あ
る
子
ど
も
・
子
育
て
の
推
進
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
と
高
く

評
価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
座
間
市
一
般
会
計

３０

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

小
児
医
療
費
助
成
事
業
と
し
て
、

平
成　

年　

月
か
ら
助
成
の
対
象

３０

１０

年
齢
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡

大
し
た
こ
と
は
、
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
高
く
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ネ
ウ
ボ
ラ
ざ
ま
り
ん
」
を
庁
舎

内
に
開
設
し
ま
し
た
が
、
子
育
て

世
代
の
孤
立
や
虐
待
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
に
対
す

る
支
援
を
関
係
部
署
と
連
携
し
、

必
要
な
部
署
に
つ
な
げ
や
す
く
す

る
な
ど
、
ネ
ウ
ボ
ラ
ざ
ま
り
ん
の

開
設
意
義
は
大
き
い
も
の
と
評
価

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
規
事
業
の

産
後
ケ
ア
事
業
は
全
国
で
も
先
進

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

総
合
計
画
の
柱
の
一
つ

子
ど
も
・
子
育
て
策
推
進
の
取
り
組
み
を
評
価


